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校歌は昭和 30年の制定で、当時、日本大学の教授であった神保光太郎・青島清彦両先生によ

って作られました。神保先生は直接龍ヶ崎を訪れ、この龍ヶ峯の台地に立ち、想いを巡らしたそうで

す。詞は、龍ヶ峯からの眺望のなかに、勉学にいそしむ者のもつべき心を見事にうたいあげ、さら

に、一番の「歴史」、二番の「今日」、三番の「明日」という詞は、歴史をふまえて、今日に生き、明日

へと飛躍する若人と本校の姿をうたったものである。 
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昭和 31年、二科会の重鎮として活躍されてい

た龍ヶ崎市下町出身の洋画家・故 服部正一郎

先生によりデザインされたものである。  

鏡の形は女性の心を表し、八咫の鏡からとった

もので、登り龍は龍ヶ崎の地名にちなんでいる。 


